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友
好
都
市（
開
封
市
）に
戸
田

市
議
会
訪
問
代
表
団
の
派
遣

を
決
定▼

原
案
可
決（
賛
成
21　
反
対
４
）

議
員
は
市
代
表
団
の
一
員

と
し
て
開
封
市
に
行
け
る

本
田　
哲　
議
員

今
年
６
月
28
日
、
突
然
、
議
会
に
招
聘

状
が
届
い
た
。
昨
年
９
月
に
市
に
届
け
ら

れ
て
い
る
違
い
に
つ
い
て
納
得
い
く
説
明

が
な
い
。
ま
た
、
議
員
は
戸
田
市
代
表
団

の
一
員
と
し
て
行
け
る
こ
と
か
ら
、
別
途
、

派
遣
費
を
計
上
す
る
必
要
は
な
い
。
派
遣

目
的
は
戸
田
市
代
表
団
と
同
じ
で
、
市
議

会
訪
問
代
表
団
の
独
自
行
程
は
、
現
時
点

で
実
施
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も

派
遣
に
反
対
す
る
。

両
市
の
友
好
関
係
を
発
展

さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
明
確

佐
藤　
太
信　
議
員

10
月
に
開
封
市
で
開
催
さ
れ
る
日
中
韓

３
か
国
地
方
政
府
交
流
会
議
に
、
戸
田
市

議
会
が
招
待
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
へ
の
参

加
と
、
開
封
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
等
を
通

じ
、
両
市
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今

回
、
提
示
さ
れ
た
行
程
等
を
見
て
も
、
開

封
市
人
民
代
表
の
方
々
等
と
の
意
見
交
換

が
計
画
さ
れ
、
両
市
の
友
好
関
係
を
発
展

さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
派
遣
に
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成

図
書
館
・
郷
土
博
物
館
設
備

改
修
工
事   
７
億
２
９
２
９
万
円

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

入
札
結
果
が
３
者
同
額
で
く
じ
引
き

だ
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

入
札
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
積
算
価
格
、

調
査
基
準
価
格
の
上
限
値
、
同
種
工

事
の
傾
向
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
前
に

公
開
さ
れ
て
い
る
予
定
価
格
の
90
％
の
価

格
で
入
札
を
し
た
結
果
、
３
者
が
同
額
で

の
入
札
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
く
じ
引
き

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

戸
田
東
小
学
校・戸
田
東
中

学
校
改
築
等
工
事（
Ⅰ・Ⅱ
期
）　 

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

金
額
の
推
移
は
。

契
約
額
は
56
億
７
８
６
４
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
は
入
札
者
が
本
工

事
に
お
け
る
利
益
率
や
受
注
意
欲
等
の
経

営
的
判
断
を
踏
ま
え
て
算
出
し
た
金
額
で

あ
る
。
予
算
額
と
比
較
し
て
、
約
14
億

６
千
万
円
、
約
20
・
４
％
の
減
、
設
計
額

と
比
較
し
て
、
約
９
億
７
千
万
円
、
約
14
・

56
％
の
減
と
な
っ
た
。

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

屋
内
プ
ー
ル
新
築
工
事 

▼
原
案
可
決
（
全
員
一
致
）

工
期
の
算
定
方
法
は
。

工
期
は
、
本
契
約
締
結
日
の
翌
日
か

ら
平
成
32
年
２
月
15
日
ま
で
。
工
期

の
算
定
は
、
平
成
28
年
度
に
一
般
競
争
入

札
を
執
行
し
、
契
約
を
締
結
し
た
戸
田
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
プ
ー
ル
新
築
工

事
設
計
業
務
委
託
に
お
い
て
、
作
図
お
よ

び
数
量
算
出
等
の
業
務
を
実
施
。
工
事
に

係
る
必
要
な
作
業
量
お
よ
び
工
程
数
等
が

算
定
さ
れ
、
加
え
て
庁
内
の
工
事
担
当
課

に
お
け
る
検
証
を
経
る
こ
と
で
、
適
正
な

工
期
の
算
定
が
図
ら
れ
た
。

歳
出
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
開
封
市

に
戸
田
市
議
会
訪
問
代
表
団
を
派
遣
す
る

経
費
の
計
上
、
美
女
木
小
学
校
・
笹
目
中

学
校
プ
ー
ル
の
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
緊
急

修
繕
に
伴
い
、
下
半
期
に
か
け
て
不
足
が

見
込
ま
れ
る
修
繕
料
の
増
額
、
埼
玉
県
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
事
業
に
係
る
経

費
の
新
規
計
上
、
歳
入
で
は
、
都
市
計
画

道
路
前
谷
馬
場
線
整
備
事
業
に
対
す
る
国

庫
補
助
金
の
増
額
な
ど
で
、
歳
出
に
対
す

る
不
足
額
と
し
て
、
前
年
度
繰
越
金
を
見

込
ん
だ
も
の
で
す
。

戸
田
市
子
ど
も
・
子
育
て　

支
援
事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調
査　

 

調
査
内
容
の
主
な
点
は
。

主
な
調
査
内
容
は
、
①
幼
稚
園
や
保

育
園
な
ど
の
必
要
な
受
け
入
れ
体
制

の
量
に
関
す
る
こ
と
②
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
必
要
な
量
の
見
込
み
に
関
す

る
こ
と
③
地
域
子
育
て
支
援
事
業
の
利
用

に
関
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
各
子
育

て
世
帯
の
保
育
の
状
況
、
保
護
者
の
就
労

形
態
、
今
後
に
つ
い
て
の
意
向
や
希
望
な

ど
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
３
件
の
工
事
請
負
契
約
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。 主

な
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

A

A

▲戸田市スポーツセンター屋内プール新築（建設）予定地

13
億
８
０
２
４
万
円

２
２
８
万
円

56
億
７
８
６
４
万
円
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▼
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
）
を
政
府
に
提
出

◇
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

虐
待
か
ら
子
供
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、

異
変
に
早
期
に
気
付
き
、
虐
待
の
芽
を
摘

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児
童
相
談
所
の

み
な
ら
ず
関
係
機
関
や
民
間
団
体
等
が
協

働
し
、
児
童
虐
待
の
防
止
対
策
の
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

▼
立
憲
主
義
を
堅
持
し
、憲
法

９
条
改
定
に
反
対
す
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願

不
採
択
（
賛
成
４　
反
対
21
）

憲
法
第
９
条
は
世
界
の
人
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

む
と
う　
葉
子　
議
員

請
願
者
は
、
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
と
い

う
日
本
国
憲
法
の
第
９
条
が
、
世
界
の
人
々

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

第
99
条
に
は
政
治
家
は
憲
法
を
擁
護
す
る

義
務
が
あ
り
、
改
正
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反

だ
と
主
張
し
て
い
る
。
平
和
都
市
宣
言
を
持

つ
戸
田
市
民
と
し
て
、
再
び
間
違
っ
た
道
へ

行
く
こ
と
が
な
い
よ
う
憲
法
９
条
の
改
定

に
反
対
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。

〇
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期
間
を
延
長
し
な

い
よ
う
求
め
る
請
願
▽
継
続
審
査

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

受
給
資
格
に
所
得
制
限
導
入

▼
原
案
可
決
（
賛
成 

21  

反
対
４
）

国
民
健
康
保
険
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

▼
原
案
可
決
（
賛
成 

21  

反
対
４
）

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

べ
き
予
算
へ
と
回
す
べ
き

花
井　
伸
子　
議
員

国
が
各
自
治
体
の
国
保
被
保
険
者
の
実

態
を
知
ら
ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
無
く
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
が
、
自
治
体

の
法
定
外
繰
り
入
れ
を
無
く
し
て
、
国
保
制

度
を
存
続
さ
せ
て
い
け
る
は
ず
が
な
い
。
制

度
の
安
定
的
な
運
営
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

国
・
県
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
き

予
算
へ
と
回
す
べ
き
。
ま
た
、
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
べ
き
市
が
、
２
年
連
続
値
上
げ
す

る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
も
、
大
き
く
異
議

を
唱
え
て
反
対
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
断
腸
の

思
い
で
賛
成

高
橋　
秀
樹　
議
員

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
よ
り
、
課

税
限
度
額
を
法
定
限
度
額
に
引
き
上
げ
す

る
べ
き
と
の
答
申
が
あ
り
、
安
定
的
な
運

営
、
保
険
税
負
担
の
公
平
性
、
財
源
を
考

慮
し
て
の
改
正
で
あ
る
が
、
２
年
連
続
の

値
上
げ
で
あ
り
異
論
も
あ
る
。
国
保
財
政

の
運
営
に
は
、法
定
外
繰
入
金
を
継
続
し
、

安
定
的
な
運
営
と
激
変
緩
和
に
考
慮
す
べ

き
。
併
せ
て
、
医
療
費
の
伸
び
も
大
き
い

こ
と
か
ら
、
抑
制
策
に
つ
い
て
、
加
入
者

や
医
療
機
関
も
含
め
、指
導
を
お
願
い
し
、

今
回
の
改
正
を
断
腸
の
思
い
で
賛
成
す
る
。

議場からの避難訓練を実施

▲議場避難訓練（庁舎東側屋上）

本
会
議
中
に
震
度
６
弱
の
地
震
（
東
京
湾
北

部
地
震
）
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
議
場

か
ら
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
３
日
の
本
会
議
（
質
疑
）
終
了
後
、
議

員
の
発
言
中
に
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ
ム
音

を
鳴
ら
し
、議
長
が
「
安
全
の
確
保
」
を
指
示
。

そ
れ
に
従
い
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
や
机
の
下

に
潜
る
な
ど
、
安
全
の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
か
ら
避
難
が
指
示
さ
れ
、
議
員・

執
行
部
職
員
等
は
非
常
階
段
で
階
下
へ
避
難

し
、
結
果
を
議
長
に
報
告
し
、
訓
練
は
終
了
し

ま
し
た
。

台風21号
北海道胆

いぶり

振東部地震
９月に発生した台風 21号、また、
北海道胆振地方中東部を震源とし
た地震で亡くなられた方々に哀悼
の意を表するとともに、被災者の
皆さまにお見舞いを申し上げます。

対
象
と
な
る
重
度
の
障
害

者
間
に
不
公
平
感
を
招
く

花
井　
伸
子　
議
員

所
得
制
限
導
入
分
の
１
千
万
円
の
市
負

担
分
で
、
制
度
の
存
続
が
で
き
な
く
な
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。県
内
市
町
村
で
は
、

県
か
ら
の
助
成
が
無
く
て
も
、
本
制
度
を

自
治
体
の
負
担
で
存
続
さ
せ
る
所
も
あ

る
。
本
改
正
は
、
対
象
者
に
不
公
平
感
を

も
た
ら
し
、重
度
の
障
害
を
持
つ
方
々
に
、

新
た
に
多
大
な
医
療
費
自
己
負
担
を
課
す

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
制
度
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
条
例
改
正
に
反

対
す
る
。

本
制
度
を
安
定
的
か
つ
継
続
的

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
導
入

浅
生　
和
英　
議
員

埼
玉
県
で
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
よ

り
所
得
制
限
を
導
入
し
、
県
内
63
市
町
村

中
、
55
の
市
町
も
導
入
予
定
で
あ
る
。
本

改
正
は
、
対
象
者
を
経
済
的
負
担
の
軽
減

が
本
当
に
必
要
な
低
所
得
者
に
限
定
、
ま

た
、
所
得
が
あ
る
方
は
、
医
療
費
を
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
公
平
性
を
図
る
な
ど
、

本
制
度
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
の
導
入
で
あ
る
。
現
受
給
者

へ
の
経
過
措
置
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

妥
当
な
改
正
で
あ
る
。

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

意
見
書

請
願


